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摘 要，超 音 波防鼠器 の 効力を 確認 す る た め，ク マ ネ ズ ミ と ド ブ ネ ズ ミを用 い て 室内試験を行 っ

た．慣 ら し飼育に 比べ ，20kHz ⊥ 3kIIz 自動可変 プ ラ ス 衝撃波 の 超音波防鼠器 を作動させ た初

日，ネ ズ ミの 行動が 活発 と な り，給餌 ボ ッ ク ス へ の 進入回数は大幅に増加し， 防鼠器の あ る給

餌 ボ ッ ク ス で の 摂食量 お よ び排泄 した糞量 が 減 っ たが，3−4 凵後 そ の 行動 と摂食状況が 慣 ら し

飼育期間 と ほ ぼ 同様な状態 に 戻 っ た．ま た，2 っ が い の ク マ ネ ズ ミは 超音波防鼠器 で 30 口 続 け

て 処理 を受 けた が，異常 な 行動が 見 られ ず，体重が増え，1 匹の 雌が 妊 娠 し た．そ の 結果 か ら，

超音波防鼠器 は ク マ ネ ズ ミ と ド ブ ネ ズ ミに
一

定の 影響 を 与え る こ と が認 め られ た が，　 過 性の

もの で ，持 続 期 間 が 短 い こ とが 判 明 した．
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Abstract．　 Efficacy　 of 　 an 　 ultrasonic 　 roder 〕t　repeller 〔20± 3　kHz 　 with 　 shock 　 wave ｝was

teSted　against 　the　rOOf 　rat ，　R ．　rattUS ，　and 　the　NOrWay 　rat，　R，　nOrVegiCUS ，　Under 　labOratOry
conditions ．　In　thc 　first．　day　of　the　repelier 　running ，　the　 rats 　decreased 　the　quantity 　 of

ingestion　and 　droPPings 　at　the　feediDg　box 　with 　the　repeller ，　even 　though 　the　frequency

〔⊃fentry 　illto　each 　fccding　boxes　was 　increased．　 However ，　in　3　Qr 　4　day　oi 　the　repeller

runnil ユg，　the　rats　returiled 　to　thc　quict 　state 　as 　they　in　the　pre−treatrnent，　 Twc ）pairs　of 　the

roof 　rat 　were 　treated　with 　the　repeller 　for　consecutive 　30　days ，　but　abnormal 　phenomena
in　their 　behavior　did　not 　appear ，　the　body 　weight 　increased，　and 　a　fernale　was 　pregnanl ．

According　to　the　results 　of 　the しest ，　the　effect 　of 　ultrasonic 　rodent 　rcpcllcr 　on 　thc　roof 　rat

and 　the　NQrway 　rat 　was 　limited　and 　the 　term 　was 　very 　short ．

Key　words ： ultrasonic 　rudent 　repeller ，　Rattus ・
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は じ め に

　ネ ズ ミ類は聴力が非常 に発達 して おり，人間の 可聴域だけ で は な く， 超音波を聞き取る能力を持

ち，さ らに ある
一

定周波数の 超音波を発 し， コ ミ ュ
ニ ケ ーシ ョ ン に利用 して い る こ とが知 られ て い

る （Anderson ，1954 ；Sewell，1967，1968，1970 ；Lore　and 　Flannelly， 1977）．また，15−20　kHz の

超音波は ネズ ミ類が警戒反応を示すと言われ る （Meehan ，1984）． こ の ネ ズ ミ類の 生理現象を利用

した超音波防鼠器が 1970年代に 開発され ， 現在 は国内メ
ー

カ
ー
数社の 製品を含め，外国 （ア メ 「丿
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カ や台湾，巾国）か らの 輸入品 も市販されて い る．こ れ らの 超音波防鼠器と は，大体 85−140 デ シ ベ

ル （dB ）前後の 音圧で ， 15−40　kHz の 超音波 を発生す る機器で あ る．超音波はネ ズ ミに嫌悪感を与

え ， 追い 出す効果 だけ で な く， 外部か らの 侵入阻 止効果や正常な行動を狂わせ る効果 もあると宣伝

され ，
PCO 業界で 広 く使われ て い る．

　 しか し，超音波防鼠器 に よ るネ ズ ミ駆除の 有効性に つ い て は， メ
ーカ ー側 は効力が あると強 く主

張 したが，い ま だ に信頼で きる研究資料が公開 さ れ て い な い ，
一

方 ，
こ の 効力に否定的見解が い く

っ か発表され た （Meehan ，　1984 ；矢部，1997＞．した が っ て ，ネズ ミ類，と くに都市部 に生息す る ク

マ ネズ ミ と ド ブネズ ミの 超音波に対する反応や生理 的変化な どを調 べ る こ と に よ り，超音波の 防鼠

効力を再評価す る必要が あ る．本試験の 目的は t 室内試験 を通 じて，超音波防鼠器が クマ ネズ ミと

ドブ ネ ズ ミに及ぼ す影響を調査 し，そ の 防鼠効力の 確認 に必要な資料を得 る こ とに あ る．

材料 と方法

　ク マ ネ ズ ミ （R α ttus　rattus ）は東京都新宿区に ある デ パ ート内か ら， ド ブネズ ミ （Rattus　norvegi −

cus ）は東京都渋谷区 JR渋谷駅周辺 の 市街地 か ら捕獲 した もの で あ る．捕獲後，動物飼育室内で 2−−

3 週間飼育 して か ら本試験 に供 した．

　ネズ ミの 行動を観察す る試験装置は図 1 に示すよ うに ， 木製の 2 個給餌ボ ッ ク ス と 3 個休憩 ボ ッ

ク ス （50 × 50x50 　cm ），1 個営巣ボ ッ ク ス （30 × 30x30 　cm ）お よび通路と して こ れ らの ボ ッ ク ス を

連結して い る塩 ビ製パ イ プ （直径 7．5cm ，長 さ 60　cm ）に よ り構成 され る．給餌 ボ ッ ク ス の蓋 に超

音波防鼠器を設置で きる よ うに 固定用金具を取 り付 けて い る．また，超音波が外部お よび休憩 ボ ッ

ク ス や営巣 ボ ッ ク ス へ の 洩れ を防 ぐた め ，各 ボ ッ ク ス は 内壁に 吸 音材 と して 1cm 厚 の 発泡 ス チ

ロ ール ，蓋に 0，5cm の 発泡 ウ レ タ ン を貼り付けた．給餌ボ ッ ク ス 内に餌皿 と給水器 を設置 し，営巣

ボ ッ ク ス に営巣材料と して タ オ ル 1 枚を入れた ．給餌 ボ ッ ク ス の 入 り口 と塩 ビパ イ プ と の 間に ア ク

　　　 　　 　 営 巣 ボッ クス

図 1　超 盲波 防鼠 器 の 効 力 試 験 装 置 の 平面図
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リル 樹脂製の 透明パ イプを用 い て連結した．こ の ア ク リル パ イ プ の 外側に赤外線通 過 セ ン サ ーが設

置され ， ネズ ミが給餌ボ ッ ク ス に進入また は退 出す るたび に セ ン サ ーに探知され，そ の回数をカ ウ

ン ト し，2 で 割 っ た回数を ネ ズ ミの 進入回数 とした、セ ン サ ー
は遅延機能が あ り， ネ ズ ミが セ ン サ ー

の そ ば で うろ っ い た り，グ ル
ーミ ン グを した とき は 誤動作 しな い こ と も確認 さ れ た ．な お ， 外部の

光線 が ボ ッ ク ス に入 らな い よ う に ア ク リル パ イ プ 全体が黒紙で 覆われ た．調査お よび餌 と水の 交

換 ボ ッ ク ス 清掃を行うと き， 供試ネ ズ ミ が逃げな い よ うに 各ボ ッ クス と の連結パ イプに遮断板が

設け られ て い る．

　試験に使わ れ る超音波防鼠器 は市販の 国産品 （商品名 ： まもる君，セ イ コ （株）製）で あ る．メ
ー

カ ー
の 商品説 明書 に よ ると，当該防鼠器は 15−38kHz 周波数帯 を設定 可能，± 3kHz 範囲の 自動連

続可変方式で ，正面 11n の 音圧は 95　dB 以 上に達 し， ラ ン ダ ム に 1秒 4 −6 回衝撃波をあわせ て 発

生させ るもの で あ る．本試験で は超音波防鼠器 の 周波数 は 20kHz に設定されたが，測定 の 結果，

17−・23・kHz の 周波数が出され ， 処理区の 給餌ボ ッ ク ス 内の 音圧は 100　dB を超え た．

　試験は 2 つ に分 けて 行 っ た．試験 1 で は，両方の 給餌ボ ッ ク ス に 瞬問接着剤を 用い て 餌皿 に 固定

されて い る ネ ズ ミ繁殖用固形飼料 （オ 1
丿エ ン タ ル 酵母（株）製）4−8個 （約 15−30g ）と給水器を共に

設置 して か ら， 供試ネズ ミ 1匹を試験装置に 入れ た．最初 3H 間は慣 らし飼育で ，そ の 後摂食量 の

多い 給餌ボ ッ ク ス を超音波処理 区と し て ，そ の 蓋 に 超音波防鼠器 1 台 を セ ッ ト し，連続 に 作動 さ

せ ， もう
一

方の 給餌 ボ ッ クス を対照 区と して ，続 けて 4 日間飼育を行 っ た．毎日，各給餌ボ ッ ク ス

へ の ネ ズ ミ進入回数，摂食量 およ びボ ッ ク ス 内に残した糞の 量を調 べ た後，ボ ッ ク ス 内を清掃 し，

新 しい 餌と水を交換 した． こ の 試験は毎回に ネ ズ ミ 1 匹を用 い ，ク マ ネ ズ ミ と ド ブ ネズ ミ を雌雄各

2 匹の 計 8 匹供試 した．供試 ク マ ネ ズ ミの 体重 は lOO−140　g，ド ブネ ズ ミ は 240−350g で あ っ た．

　試験 2 は，超音波防鼠器が長期間に わた っ て ，ネ ズ ミ に及 ぼす影響 を調 べ るため の もの で あ る．

片方 の 給餌 ボ ッ ク ス を処理 区と し，そ の蓋 に前記 の 超音波防鼠器を セ ッ ト し，
ボ ッ ク ス 内に 向けて

連続に 作動 させ ， もう一方の 給餌ボ ッ ク ス を対照 区と して，1 っ が い の ク マ ネズ ミを入れ，30 日間

飼育を行 っ た ．毎 日各給餌ボ ッ ク ス へ の ネズ ミ進入回数 を記録 し，5 日ご とに摂食量を調査 した あ

と，対照 区と処理 区を互 い に交代 し，超音波防鼠器を セ ッ ト し直した．また，試験前後の ネ ズ ミ体

重 も測定 した．試験 2 は 2 回，計 2 っ が い の ク マ ネズ ミに対 して実施 した．

　試験はす べ て 25℃ の 実験室内で 行い，毎日の 調査 と餌な どの 交換 ， 清掃以外，試験装置内は ほ と

ん ど暗黒 の 状態 に 保 っ た．

結 果

　試験 1 で は ， 慣 らし飼育期問お よ び超音波防鼠器 の 作動期間に お けるネズ ミの 各給餌ボ ッ ク ス へ

の 進入回数の変動を図 2 に示す．超音波防鼠器が動作 して い な い慣 ら し飼育期間中，ク マ ネズ ミは

両方の 給餌ボ ッ ク ス に そ れ ぞ れ平均で 55 −77 回／日の 頻度で進入 した．超音波防鼠器を作動 さ せ た

初 円 に はク マ ネズ ミの 動 きが活発に な り ， 両給餌 ボ ッ ク ス に進入 した回数が そ れ ぞれ 30−−60 回増

加 し，80−150 回／日 に な っ た．そ の 後，ク マ ネ ズ ミの 動きが しだ い に落ち着 き， 3−−4 日後に は慣 ら

し飼育期間 と ほ ぼ同様 の回数に戻 っ た．一
方， ドブネ ズ ミは慣 ら し飼育期間に給餌ボ ッ ク ス へ の 進

入 回数が ク マ ネ ズ ミよ りや や 少な く，そ れぞ れ平均 で 45−60 回旧 で あ っ たが ， 超音波防鼠器を作

動さ せ る と，ク マ ネ ズ ミと 同様 に そ の 動 きが活発 に な り， 進入回数が 80−120 回／日 に増加 したが，

翌 日か らしだ い に落ち着 き，3−4H 後慣 ら し飼育期間の 回数に 戻 っ た ．な お，対応 の ある t検定を用

い て 解析 した結果，供試ク マ ネ ズ ミと ドブネ ズ ミが両給餌ボ ッ ク ス へ の進入回数 に は慣 らし飼育期

間 に お い て も，超音波防鼠器の 作動期間に お い て も有意差が 見 られ なか っ た （慣 ら し飼育期間に お
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慣 ら し飼育期間 1　 超音波 防鼠器作 動 期間
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図 2 供試 ネ ズ ミが 各給餌 ボ ッ ク ス へ の 進 入 回 数 の 変化

　　 一匿
一

： 対照区へ の ク マ ネ ズ ミ進入回数 　一1 − ： 処理区へ の クマ ネ ズ ミ進入回数，一
▲
一

： 対照

　　 区へ の ド ブ ネ ズ ミ進入回数，一
△
一

： 処理区 へ の ド ブ ネ ズ ミ進入回数．

け る ク マ ネ ズ ミ の 進入回数差 の 平均＝1，83，差 の 分散 ＝ 123．24 ， 自由度＝11，‘＝0．015，P ＝0．988

＞ 0，05； ド ブネズ ミの 進入回数差 の平均 ＝ 1．0，差 の 分散＝200．91，自由度 ＝ ll，　t＝ O．005，P ＝ O．996

＞ O．05．防鼠器作動期間に お ける ク マ ネズ ミの 進入回数差 の平均＝9．63， 差 の 分散 ＝11L98，自由

度 ＝ 15，t＝ O．909，　P ＝ O．377 ＞ 0．05；ド ブネ ズ ミの 進入回数差 の平均 ＝ 2．5，差の 分散＝152．67， 自由

度 ＝ 15，t＝O．202 ，　P ＝0．842 ＞ 0，05）．

　図 3 は試験期間中に お け る ネ ズ ミの 摂食量 の 変化 を示す．ク マ ネ ズ ミは慣 らし飼育期間中に そ の

摂食量 が 1 日あ た り約 8g で ，供試個体間の 体重 の 差 が少な い ため，個体問 に 摂食量 の 差 も少 な

か っ た．なお，摂食が片方の 給餌ボ ッ ク ス に偏 っ た こ とが観察 され た．超音波防鼠器を作動させ た

初囗に ク マ ネ ズ ミが処理区の 給餌 ボ ッ ク ス で の 摂食量 が直ちに 20−60％ 減少 し，そ の 代わ りに対

照区の給餌ボ ッ ク ス で の 摂食量 が増加 した ． しか し，超音波防鼠器 を作動させ続ける と，処理区 の

給餌ボ ッ ク ス で の摂食量 が しだ い に増加 し， 3−4 日後に ほ ぼ元の 水準に 回復 した． ド ブネズ ミは 1

日 あた りの 摂食量 は 14−25g で あ っ たが，個体間の 体重の 差が大き い た め，摂食量 の ば らっ き も大

き か っ た．超音波防鼠器に 対す る摂食行動 の 反応は ク マ ネズ ミに似て ，防鼠器を作動させ た初日に

処理 区の 給餌 ボ ッ ク ス で の 摂食量が急激 に減少したが ， 3H 目か ら増加 に転 じ， 4 日目に ほ ぼ元の

摂食量 に回復 した，しか し， 供試した 8匹の ネズ ミは，防鼠器を作動 させ た初 日 で も処理 区の 給餌

ボ ッ ク ス で の 摂食量が ゼ ロ に な る こ と は な か っ た．

　給餌 ボ ッ ク ス に 供試 ネ ズ ミが排泄 した糞量の 変動状況は 図 4 に示す．給餌ボ ッ ク ス に排泄 した糞

量はそ の 摂食量に 比例 し，摂食量 の 多 い ボ ッ ク ス で は糞量 も多か っ た．ネ ズ ミは休憩 ボ ッ ク ス と営

巣 ボ ッ ク ス に も糞を排泄 した が ，概 して 糞が少な く，約 1−10 粒／日 で あ っ たた め ，図に示 さ な か っ

た．超音波防鼠器の 作動に よ り，処理 区 の 給餌ボ ッ ク ス に 排泄 さ れ た糞が
一

時的に 減少 したが ， 摂

食量 の 回復 に伴 い，再び元 の 量に戻 っ た．

　超音波防鼠器が長期間に わた り，ネズ ミの 行動 に及ぼす影響を調 べ る試験 2 で 得 られ た結果は図

5 に示す．供試 ク マ ネズ ミは実験当日 に処理区の 給餌ボ ッ ク ス へ の 進入回数が 200 回を超 え，対照

区の 給餌ボ ッ ク ス よ り 30 ％ も多か っ た ．翌 日 か らそ の回数が次第に減少 したが， 4−−5 日後 で も対

照区の 給餌 ボ ッ ク ス よ り若干多か っ た．5 日 目に給餌 ボ ッ ク ス に 超音波防鼠器の 移設を行 っ て か
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図 3　供試 ネ ズ ミ摂食量 の 変化
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図 4　供試 ネ ズ ミが 各給餌 ボ ッ ク ス に 残 した糞量 の 変化

　 　
．．

巳
一： 対照区へ の ク マ ネ ズ ミ糞量，一「旨一：

　 　 ブ ネ ズ ミ糞量，一△一： 処理 区へ の ドブ ネ ズ ミ糞量．

5 6 7

処理区へ の ク マ ネ ズ ミ糞量，一△一： 対照区へ の ド

ら， 処理区の 給餌ボ ッ ク ス へ の 進入回数が増えたが ， 翌 日か ら元に戻 り， 逆 に対照区 の 給餌ボ ッ ク

ス （元の処理 区ボ ッ ク ス ）へ の 進入回数が増え た． こ の 傾向は超音波防鼠器を移設するた びに見 ら

れ た．すなわ ち，超音波防鼠器の有無に かか わ らず ， ク マ ネズ ミが最初に超音波防鼠器を設置 した

給餌 ボ ッ ク ス へ の 進入回数が常に 多い．

　
一方，各給餌ボ ッ クス で の 摂食量 の 変動は図 5 に示すよ う に，最初の 5 日間は超音波防鼠器 の あ

る給餌 ボ ッ ク ス で の 摂食量 が 5−10g で，対照区の給餌ボ ッ ク ス よ り 60％ も少なか っ たが，5 日目

に給餌 ボ ッ ク ス に超音波防鼠器を移設 し て か ら は，逆 に超音波防鼠器 の あ る給餌ボ ッ ク ス で の 摂食

量が対照区よ り多か っ た．10 日目に超音波防鼠器 を再移設 して か らは ， 処理 区 の 給餌ボ ッ ク ス で の

摂食量が再び対照区よ り少な か っ た ，こ の 現象 は超音波防鼠器を移設す る た び に観察 された．つ ま

り，試験期間 中に ク マ ネ ズ ミは 常に 最初 の 対照区給餌 ボ ッ ク ス に 偏 っ て 摂食 し，そ の 偏 っ た給餌
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図 5 供試 クマ ネズ ミが各給餌 ボ ッ ク ス へ の 進入回数 と摂食量 の 変化

　　
一

■
一

： 対照区で の 摂食量，一匚一： 処 理区で の 摂食量，一▲ 一： 対照 区 へ の 進 入 回数，一△一： 処

　 　 理 区 へ の 進入回数．

　 　 摂食量 は 供試 され た 1組 っ が い の ク マ ネ ズ ミの 5 日間合計値，進入回数 は 5 口 囲の 数値 で ある．

ボ ッ ク ス に 超音波防鼠器を移設 して も， 摂食量の 偏 りは そ の まま続い た．2 回計 60 日聞の 試験期問

中に，供試 された 2 つ が い の ク マ ネズ ミ は異常 な行動，た とえば，ボ ッ クス の 隅に うず くま っ た り，

自分の 尻尾 や足 をか じ っ た りす る ， メ
ー

カ
ー

が超音波防鼠器の 商品説明書に 書い て い る よ うな超音

波防鼠器の 効力 は ま っ た く見 られ な か っ た．試験前に 供試 ネ ズ ミの 体重 は雄で は 95g と 105　g， 雌

で は 110g と 130　g で あ っ たが，試験終了後 の 計測 で は，雄 で は 100　g と 110g ，雌で は 110g と

145g に な り，体重が増えた こ と も確認 され た．なお ， 体重 145　g の 雌が妊娠した こ とも判明 した，

考 察

　音波は空気の振動で 起 こ る もの で ，人間は周波数 20　kHz 以上 の音波を聞き取る こ とが で きな い

ため， 20kHz 以上の 音波が超音波と呼ばれ る． ネ ズ ミ類が発す る超音波とそ の役割に つ い て は，

1950 年代か ら研究が始 まり，超音波が親 と幼獣， 雌雄間の交信 ある い は闘争時に 用い られ る こ と

が 明らか に な っ て きた （Sewe11，1970 ）．また，ク マ ネズ ミに つ い て は ， 成獣で は雄は雌よ り高い 周波

数 幼獣で は若齢 ほ ど高 い 周波数 の 超音波 を発 す る こ とが報告 され た （湯山 ら，1979；渡辺，

1989）．．・
方，ネ ズ ミ は 15−−20・kHz 帯域 の 音波に対 して ， 嫌悪や警戒反応 を示す と言われ ， こ の 性

質を利用 した超音波防鼠器が 開発 さ れ た． しか し，ネ ズ ミが こ の 周波数域の音波に対 して
， 嫌悪や

警戒反応 を示す裏づ けの 実験デ
ー

タが示 され て い な い の も現実で ある．

　試験 1 で は ， ク マ ネ ズ ミ と ド ブネズ ミ とも超音波防鼠器を作動 させ た初 日に処理区の給餌ボ ッ ク

ス だけで な く，対照区の 給餌 ボ ッ クス へ の 進入回数 も大幅に増え た こ とが観察された． こ れ はネ ズ

ミが超音波防鼠器か ら発 した超音波に 対 して 警戒反応を示 し，そ の 動 きが活発 に な っ た と考え られ

る，処理 区 の 給餌ボ ッ ク ス で の 摂食量 の 大幅減少 もネ ズ ミの 警戒心 に よ る反応行動で ある と解釈 で

きる．つ まり，超音波防鼠器が ネ ズ ミ に
一
定の 影響を及ぼす こ とを認め ざ る を得 な い． しか し，超

音波防鼠器 を作動 させ続 ける と，ネズ ミの動 きが しだい に落ち着き， 数日後に元 の 行動状態に戻 っ

た こ と も観察され た．また ， 超音波防鼠器 の 長期的な影響 を調 べ る試験 2 で は，ク マ ネズ ミ は試験

初期を除 き ， 給餌ボ ッ ク ス へ の 進入回数 と摂食量 に は超音波防鼠器の 影響が見 られなか っ た，また，
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行動や体重に 対す る超音波防鼠器の 効力も見 られ な か っ た．本試験の 結果か ら，超音波防鼠器は ネ

ズ ミ に与え る影響が
一

過性の もの で ある こ とが判明 した，

　矢部 （1997 ）は超音波防鼠器に っ い て 効力試験を した と こ ろ，供試ネ ズ ミが 試験 の 最初 1 日 だ け

摂食量 が減少したが，翌 日か ら再び もとの 摂食量に戻 っ た こ とや供試ネズ ミが防鼠器の あ る側の か

ごに集ま っ た こ とを報告 した．超音波防鼠器 の 室内試験で は，供試 ネ ズ ミ は「司様に 防鼠器が設置 し

て い る 区域 に侵入す る こ と，ク マ ネ ズ ミや ハ ッ カ ネ ズ ミに 比 べ ， ドブネ ズ ミに は効果が低 い とい う

報告 もあ る （渡辺 ， 1983）．

　
一

方，藤原 （1989）の報告に よる と，30 日にわ た っ て超音波防鼠器 の処理 を受けた ラ ッ ト，ス ナ

ネズ ミ，マ ウ ス は若干 の 体重減少を引き起 こ し，赤血球数 ， 血色素量 ，
ヘ マ ト ク リッ ト値が

一
過性

の 軽度 の 上昇反応を示 し，白血球数だけが顕著 に 減少 した，また，供試 された ネズ ミ は い ずれ も死

亡 に 至 らなか っ た、藤原の効力試験 は医学用 の実験 ネズ ミ種を対象に ， 逃 げ場の な い ケ
ージ に閉 じ

込ん で 行 っ た もの で ，試験条件が 異な る た め
，

そ の 結果は都市部 に生息す る ク マ ネズ ミ と ド ブネ ズ

ミに 当て はま るか否かが不明で あ るが，それ で もネズ ミ類に対す る超音波防鼠器の 影響は限られ る

もの で ある と明 らか に して い る．

　著者 はか つ て 東京都心部で 捕獲 され た ク マ ネズ ミ と ド ブネズ ミに対 し 200Hz か ら 40　kHz まで

異な る周波数 の 音波を発 し， ネ ズ ミの 反応を調 べ た． ネ ズ ミ は 15−20kHz 域の 超音波だけで はな

く，すべ て の 周波数 の音波 に対 して最初 は警戒反応を示 したが，音波を浴び続ける と ， 数時間後 に

そ の 警戒反応が見 られな くな っ た （未発表）． また ， 田中（1982）は実験室内で 至近距離か ら超音波

を発生 させ る と，ネズ ミが明 らか に 嫌悪の 反応を示すが，逃 げ場 の な い 狭 い箱 の 中で 超音波の発生

を繰 り返す と，やが て こ の 状況に 慣れ，ほ とん ど何 の 反応 も示さず に 正常の 活動を行うと述べ た．

す なわち，警戒心 の 強い ネ ズ ミ は外界か ら発 した超音波 を含む異常な音 に対 して 警戒反応を示す

が，そ の 異常な音が
一定期間持続する と，次第に馴化 し，警戒を緩和また は解除 した こ とが示唆 さ

れ る．

　超音波防鼠器の 影響が 持続で きな い 原因 は次の こ とが考え られ る．超音波も音波 の一種で ，都市

部に生息 して い る ク マ ネズ ミ と ド ブネズ ミ は幼獣期か ら雑音，騒音 に満 ちた環境で 生活 して い るた

め，音波の 刺激に対 して すで に慣れ て い る．Meehan （1984）も住家性ネ ズ ミ類は変わ っ た環境や刺

激 に容易 く慣れ，規則的な音 の刺激 に対 して 5分か ら 2 日 ほ どで 慣れて しまうと述 べ た．また ， ネ

ズ ミは学習能力を有するた め ，超音彼防鼠器が周波数を 自動的に変えた り，衝撃波を出 した り して

も ， ネ ズ ミは身に危険が及ぼ さな い こ とを察知すれ ば，超音波の 刺激に 対 して しだ い に警戒心が弱

くな り，反応行動を起 こ さ な い こ と が推察され る．

　著者はか つ て ， 柬京都新宿区に あ る デ パ ー
ト内 の レ ス ト ラ ン の 鼠害を数ヵ月間調 査 し続 け た と

き，60m2 前後の 店内に 4 台の超音波防鼠器が設置 されて い る に もかか わ らず，毎回調査で ， 新 し

い ネ ズ ミの 侵入痕跡 （糞 ， 食べ 跡 ， ラ ッ トサ イ ン ）を観察 した．また ， 埼玉県 の あ る食晶工場内に超

音波防鼠器を数台設置 し，15−20kHz の 音波を強 く発生 さ せ ，人間 に と っ て も非常 に不快感を感 じ

た が，ネ ズ ミは工場内に侵入 して ， 設置 され て い る粘着 ト ラ ッ プ に 捕獲され た． こ の よ うな類似の

事例が まだ 多 くある．ま た ，超音波防鼠器に よ っ て ，あ る地域か らネ ズ ミが確実 に追放され る こ と

は立証 され て い な い と い う報告が ある （テ リア ン ，1977）．

　以 上 の こ とを総合的に考 え ると，超音波防鼠器 は ク マ ネ ズ ミ と ドブネ ズ ミに与え る影響が 過 性

の もの で ，そ の 持続期間が短 い こ とが明 らか に された．
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